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ペニーのゲーム 

西山豊 

 

トランプを使った面白い確率の遊びを紹介しまし

ょう．トランプはスペード，クラブ，ダイヤ，ハー

トの４種類があり，数字はエース（A）からキング（K）

までの 13個で合計 52枚ありますね．スペードとク

ラブは黒色，ダイヤとハートは赤色ですから，26枚

の黒色カードと 26 枚の赤色カードということにな

ります．ここではトランプの黒と赤を使った二人の

ゲームについて説明しましょう． 

トランプをよくシャッフルして裏向けにして机の

上に置きます．そこで，1 枚ずつカードを開いてい

きますが，出てきそうな３つの色のパターンを予想

してもらいます．たとえば，「黒黒赤」とか「赤黒赤」

とかです．それで，このようなパターンが先に出た

方が勝ちということにします．よろしいですね．何

でもいいから自由に決めてください．たとえば，あ

なたは「赤赤黒」にしたとしましょう．そこで私は

「黒赤赤」にします．「赤赤黒」対「黒赤赤」ですが，

黒と赤の表記は大変なので黒をBlackのＢ，赤をRed

のＲとします．すると対戦は RRB対 BRRですね． 

パソコンの乱数を使えばＢとＲのランダムな列を

作り出すことができます．たとえば，ランダムなＢ

とＲの 52個の列は次のようになります． 

BBRBBRRRBBBRBRBBBRBRRBBRBRBRRRRRBBBBRRBBRRBR

RRRRBRBB 

カードを 1枚ずつ表向けます．そして 7枚目まで

開いたとき 1回目の勝負が決まります．BBRBBRRの 7

枚では BRRが RRBより先に出たので BRRの勝ちとな

ります．そこでこの 7枚を除いてゲームを再開しま

す．つぎつぎと勝負していくこととすれば，つぎの

ように仕切り目（|）のところで勝負が決まります．

最後の 3枚は勝負なしです． 

BBRBBRR|RBBBRBRBBBRBRR|BBRBRBRR|RRRB|BBBRR|B

BRR|BRR|RRRB|RBB 

8回の勝負があり，その内訳は６対２で BRRが勝

ちます．「赤赤黒」と「黒赤赤」の表れる確率は等し

いので，勝ち負けの確率は同じように思われますが，

「黒赤赤」の方が 3倍も強いのです．こんなことを

信じられますか． 

「赤赤黒」で負けたあなたは，今度は「黒赤赤」

にすると言うでしょう．そこで私は「黒黒赤」に変

更します．「黒赤赤」対「黒黒赤」の対戦（BRR対 BBR）

です．パソコンによるＢとＲの別の乱数列は次の通

りとします． 

RRBRBRRBRRRBRRBBRBRBBBRRRBRRBBBRBBBRBBBRBRBB

RRBBRRBR 

つぎの仕切り目（|）のところで勝負が決まり，11

回の勝負があり，7対４で BBR（「黒黒赤」）が勝ちま

す．またしても私が勝ってしまいました． 

RRBRBRR|BRR|RBRR|BBR|BRBBBR|RRBRR|BBBR|BBBR|

BBBR|BRBBR|RBBR|RBR 

以上の話しは，このコラムを書くために私がデー

タを操作しているのではありません．どちらも後者

が勝つことが数学的に証明されていて，最初の対戦

（RRB対 BRR）では 3対 1で，次の対戦（BRR対 BBR）

では 2対 1でともに後者が勝つこともわかっていま

す．これは 1969年にウォルター・ペニーが，コイン

の裏表を用いて考案した確率の面白いゲームであり，

コインの裏表をトランプの赤と黒に置き換えたもの

です． 

何度か対戦をすると，このゲームは後手必勝（後

出しじゃんけん）であることがわかるでしょう．で

はどのような手を出せば勝利するのか，その場合の

勝率はどうなるのか等など興味がわくことでしょう

が，詳しくは参考文献をご覧ください．トランプの

黒と赤は厳密には等確率ではありませんが，操作性

においてコインより優れていますので，興味を持た

れた読者は試して下さい． 
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